
 

　天然ダイヤモンドの出自・来歴を産
地から大規模に追跡するデジタルプ
ラットフォーム「Tracr（トレーサー）」
を展開するTRACR LIMITED（英国
ロンドン、CEO：Jillian Wolk）は、De 
Beers GroupとGIAが、GIAによる
Tracr株式30%の取得に関する最終
契約を締結したことを発表した。本契
約は、Tracrが独立したプラットフォー
ムへと進化する上での重要な節目とな
る。また、天然ダイヤモンドの産地証明
とトレーサビリティを業界全体で推進
するためのインフラとして、Tracrが果
たす役割に対するGIAの強い信頼を

示すものだ。　
　GIAによる今回の投資は、2023年
に開始された「Tracr上に登録された
ダイヤモンドの産地証明情報を、GIA
ダイヤモンドグレーディングレポートに
掲載する」取り組みを基盤としている。
この投資は、ダイヤモンドバリュー
チェーン全体にわたるTracrの長期的
な信頼性をさらに強化する大きな一
歩となる。

　De Beers Group CEO アル・クッ
ク（Al Cook）氏は「消費者は自分のダ
イヤモンドの出自と来歴について正確
な情報を得る権利があります。De 
Beersでは数年にわたりTracrを使っ
てダイヤモンドの産地データを提供し
てきており、産地証明の提供が業界標
準となるべきだと考えています。Tracr
を広く業界に開放するという約束を果
たすべく、TracrがGIAとともに独立し
た業界横断プラットフォームへと進化
していくことを誇りに思います。ダイヤ
モンドパイプライン全体の透明性推進
に向け、GIAと協力してまいります。」と

述べている。
　GIA社長兼CEO プリテシュ・パテ
ル（Pritesh Patel）氏は、「GIAのミッ
ションは、誠実さ・公正さ・消費者から
の信頼を礎とし、宝石業界の信頼を守
り続けることです。Tracrとの数年にわ
たる協業を通じて、ブロックチェーンで
記録されたダイヤモンドの出自と来歴
に、GIAの独立したグレーディング・鑑
定の専門知識を組み合わせることで、
ダイヤモンド産業に新たな次元の透明
性をもたらせるという確信が深まりま
した。Tracrがグローバルに成長を続
ける中、採掘現場から消費者の手元ま
で、信頼できる出自と来歴の情報を届
ける大きな機会があると考えています。
この投資を通じてコミットメントを深
め、業界全体における透明性・トレー
サビリティ・信頼の次なる進化を形
作っていけることを誇りに思います。」
と語った。
　Trac r CEO ジリアン・ウォーク
（Jillian Wolk）氏は「GIAの投資によ
り始まったTracrの独立したプラット
フォームへの進化は、未来に向けた強
固な基盤を築くものです。プラット
フォームのスケール拡大を続け、より
多くの生産者を迎え入れることで、登

録されたすべてのダイヤモンドが個々
の旅路を体験できるようTracrが支援
できることを楽しみにしています。ひと
つひとつのダイヤモンドは、産地と職
人の技が織りなす唯一無二の物語を
持っています。Tracrとともに、その物
語を世界中の消費者に届けていきま
す。」と述べた。
　De Beersは2018年よりTracrの
開発を進めており、現在はダイヤモン
ドが採掘された瞬間からその情報を
記録する、業界をリードする分散型ブ
ロックチェーンプラットフォームへと成
長した。2023年には同プラットフォー
ムをダイヤモンド業界全体に開放し、
天然ダイヤモンドの出自と来歴を原石
から宝石への全工程にわたって業界
全体で証明するための共通基盤とし
て確立している。現在、500万個を超
える原石がTracr上で産地登録され
ており、これはDe Beersの原石生産
量の価値ベースで約3分の2に相当す
る。De Beersの鉱山で採掘されたす
べてのダイヤモンドはTracr上で産出
国の情報が登録されており、2025年1
月以降はさらに詳細な原石データも
加えて記録されている。

　グローバルブランド
をはじめ、アジアで広が
る鑑定機関IGIによる
世界レベルによる最先
端トレーニング「Dia-
mond P r o f e s s i o n a l -
Training」が、今年も日本で
開催される。
　これは、一般社団法人日本
ラボラトリーグロウンダイヤモ
ンド協会（代表理事：伊藤拓
也）とIGI（International 
Gemological Institute）とのパート
ナーシップにより実現した、世界基準
によるIGIの知識を習得できる正式な
トレーニングだ。昨年8月に日本で初め
て実施されたトレーニングの第二弾と
して今年も実施される。
　同トレーニングは、ダイヤモンド研究
と鑑定の世界的権威であるIGIの正式
な世界レベルのトレーニングを日本に
いながら受講できる貴重な機会とな
る。IGIの専門講師による専門的な内
容を、すべて日本語で丁寧に解説する
ため、語学の壁を感じることなく世界基

準の知識を学ぶことができる。
　IGIは世界で25拠点以上と14の教
育施設をもつ鑑定機関で、ダイヤモンド
の鑑定書発行ではトップシェアを誇る。
　日本で実施される2日間のトレーニ
ングは特別な内容になっており、天然
ダイヤモンドを含む、ダイヤモンドの基
礎知識からグレーディング、ラボグロウ
ンダイヤモンドの鑑別や技術など、ダイ
ヤモンドに関する専門的な知識を体系
的に網羅し、習得を可能とする最先端
のトレーニングが組まれており、2日間
のトレーニングを終了すると、IGIによ

る公式なトレーニン
グの修了証が授与
される。これは受講
者がダイヤモンドの
正確な知識を有す

ることを保証し、ビジネス
の信頼に役立つものとな
る。
　講師は、世界的なハイ
ジュエリーブランドのト
レーニングも担当してい
る、IGI教育・研修部門

ディレクター兼上級宝石学インストラ
クターのSCOTT TANG氏。
　開催日時は、8月6日・7日の2日間の
9時30分～17時30分。２日間の参加
が必須となる。場所は都内（秋葉原周
辺）。受講料は、一般110,000円（税
込）、協会会員88,000円（税込）、〈事
前振込〉。定
員40名。申込
締切 7月1 0
日 。開 催 概
要・申 込 は
QRより。

GIA、ダイヤモンド産地証明

IGI Diamond Professional Training

ブロックチェーンプラットフォーム「Tracr」の株式30％を取得

世界基準の知識を2日間で学べる
8月6日・７日　募集中

　 ㈱ ニコ
ン・ エ シ
ロール（東
京 都 墨 田
区、代表：
梶 原 望 ）
は、子ども
の「見え方」
への 関 心
が 高 まる
「こどもの目
の日」（6月10日）の時期に合わせ、子ど
もの目を取りまく環境や日常の見え方
について、改めて考えるきっかけを提
供したいと６月11日に、子ども用近視
ケアレンズ「エシロール® ステレスト®」
を発売開始した。
　スマートフォンやタブレット端末の
普及、屋外活動時間の変化などによ
り、子どもの目を取り巻く視環境は大
きく変化している。そのような背景のも

 　一般財団法人日本
次世代企業普及機構
（ホワイト財団。大阪府
大阪市）は、6月1日付
で、㈱ケイ・ウノ（愛知県
名古屋市、代表取締
役：青木興一）に新たに
ホワイト企業認定を付
与した。
　今回の認定は、同社
の「育児・介護休業法を
超える柔軟な働き方（一
人ひとりの事情に合わ
せて勤務を設計する

“オーダーメイド勤務”、在宅勤務・短時
間勤務など）」、「理念が全社に浸透す
る人材育成」「長時間労働が少なく、残
業を法定基準内に適正管理する健全
な労働環境」、そして独自性の高いオー
ダーメイドのビジネスモデルが、当財団
の定める厳格な70項目に及ぶ審査基
準において高く評価された結果です。

　㈱阪急阪神百貨店は、
7月8日～14日まで、阪急
うめだ本店 1階 コトコト
ステージ11にて、ヴィン
テージアイウェア専門店
「THE LAST STORE®」
と、特別な調光レンズを手
掛ける「KODAK Lens-
es」がタッグを組んだイベ
ント「ザ・ラストストア2026【天上
天下唯我独尊】-貴方の為に変容
する ‘’特別な調光レンズ‘’ のお誂
え会-」を開催する。
　1点物のヴィンテージアイウェア
に、自分の肌色や好みに合わせた
調光レンズを組み合わせ、自分だ
けの特別なアイウェアをオーダー

できる期間限定
のイベント。
　膨大なヴィン
テージフレーム
のコレクション

の中から、プロフェッショナルなスタイリ
ストが顧客一人ひとりに似合う1本を
提案する。フレームの形だけでなく、顧
客の肌のトーンに合わせたレンズカ
ラーまで、トータルでコーディネート。
10,000本のヴィンテージアイウェアと
自分好みに変化するレンズからプロが
提案。職人による加工の実演も行う。

と開発された
「エシロール®
ステレスト®」
は、エシロー
ル社が 長 年
培ってきた光
学設計技術
をもとに、独自
のH.A.L.T.*
（ H i g h l y
Aspherical -
Lenslet Tar-
ge t）テクノロ
ジーを採用し
た眼鏡レンズ
だ。
　レンズ表面
には、1,021個
の微小な非球

面レンズレットを11層の同心円状に配
置。中心部には単焦点レンズのように
鮮明な視界を確保するゾーンを設け、
周辺部に高度非球面レンズレットゾー
ンを配置することで、学校生活や屋外
活動など、日常のさまざまなシーンで
快適に使用できるよう設計されている。
　また、屋外活動の機会が増える季節
に向けて、屋外活動を快適に楽しめる

ように、カラーレンズの「エシロール® 
ステレスト®サン」を用意した。
　子どもの目は大人と同様に屋外でま
ぶしさを感じることがあり、また、紫外線
の影響を受けやすいとされている。ステ
レスト® サンは、これからの季節に増加
する紫外線に配慮し、屋外でも快適な視
界をサポートする設計を採用している。
　さらに、グレープ、プラム、グレーグ
リーン、グレーミスト、ブラウン、グレー
ブルーの全6色を用意。さまざまなフ
レームに合わせやすいカラーライン
ナップとなっている。
　耐キズ性や防汚性に配慮したハイス
ペックコートを採用するなど、日常使い
にも配慮。登校時や外遊び、休日の外
出など、子どもの日常のさまざまなシー
ンに寄り添う選択肢のひとつとして提
案する。
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1点物のヴィンテージアイウェアと
「KODAK Lenses」の調光レンズで
自分だけのアイウェアを提案

阪急うめだ本店

　日本国内で開発された農作物の優
良品種が、海外に流出するのを防ぐた
め、種苗法が改正された。

　日本の優良品種は海外でも人気で
ある一方、育成者権者の許諾を得ない
海外流出が続いている。そこで、種苗法
を改正し、日本国内で開発された農産
品の種や苗に関して、新品種登録の出
願が公表された段階で第三者による無
断輸出を差し止めできるようにした。

　種苗法に基づいて新品種が登録さ
れれば、知的財産権の一種である育成

者権が認められ、一定期間は独占的に
販売や輸出ができる。

　これまでは権利を取得した後でなけ
れば、輸出を差し止めすることができ
なかった。
　ところが、出願公表から登録まで平均
で3.3年、果樹では6年ほどかかり、審査
中の海外流出が問題となっていた。これ
が、新品種登録の出願が公表された段
階で輸出を差し止めできるようになる。

　また、権利の存続期間は10年間延
長された。果樹は40年、その他は35年
になる。今国会での成立を受け、2026
年12月に施行される。

　今回の種苗法改正により日本の優
良品種の海外流出を防ぎ、ブランド品
種の保護を目指す。

　  （弁理士法人共生国際特許事務所） 

種苗法改正　
新品種の海外流出強化へ　
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